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ごあいさつ

末　田　清　子＊

40 周年記念イベント開催にあたって

　お蔭様で国際政治経済学部は今年で 40 周年を迎えることができました。歴

代学部長の先生方、これまで学部の教育にご貢献くださった先生方や学部運営

にご尽力くださった職員の皆様のお蔭でここまで歩んでこられました。そのご

尽力、ご功績に改めて感謝申し上げます。

　2020 年以降、新型コロナウィルス感染症拡大により、私たちの日常生活は

大きく揺さぶられました。人との距離の取り方、働き方、そして授業の運営方

法や仕事の仕方を含めて、これまで「当たり前」だと思っていたことは、当た

り前ではなくなりました。海外への移動がまったくできない事態は、学部の名

前に「国際」という冠をかぶっている本学部にとっては大きな打撃でした。し

かし、それをひとつのチャンスととらえ学部の短期海外研修や研究交流はオン

ラインで実施し、「当たり前でなかったこと」を当たり前にし、授業内で海外

の大学との協働学習を展開するなど可能性もまた広げて参りました。現在、中

長期的計画として、オンライン・オフラインを組み合わせて本学部がハブ ( 拠

点 ) となる教育上、研究上の海外交流の充実を掲げております。

　今、何が「国際」「グローバル」で、何が「国際」「グローバル」ではないか

が不透明になってきています。しかし、パンデミックだけではなく、絶えるこ

とがない紛争や戦争など、私たちの目の前には多くの課題が横たわっています。

そういった課題は世界的規模で協働しなければ解決できません。しかし、その

立ち位置の難しさを凌駕する私たちの学部の価値を、今こそ再認識するときで

あると思います。

　＊　国際政治経済学部長



青山国際政経論集

− 2 −

　Globalization begins within. グローバリゼーションは私たちの心の内から始

まります。

　私たち一人一人が様々な違いを尊重し、他者に心を開き向き合い平らな心を

もち、ひきつづきグローバルに活躍する人材を輩出する学部として光を放つこ

とができますよう、今後とも是非ご支援賜りたく宜しくお願い申し上げます。

40 周年記念イベントを振り返って

　この度の 40 周年記念イベントの特徴は大きく２点ございます。まず、在校

生と教職員のみ会場参加、卒業生と修了生はオンライン参加というハイフレッ

クス方式を導入いたしました。With コロナ時代に入ったとは申しましてもま

だ不確定要素が高いことからこのような体制をとらせていただきましたことを

ご理解いただきたいと思います。２点目は、このイベントが皆様とご一緒に

40 年の歩みを振り返ると同時に、在校生にとってキャリア形成の一助となる

べく計画されたということです。

　第一部の白川方明先生のご講演は、今後の日本の社会を生きる私たちに様々

な知見を授けてくださいました。とくに主体的に自分たちが自分たちの生きる

社会を作っていくというおことばは強く心に刻まれております。それと同様に、

私たちは今後自分たちがどのような学部にしたいのかを主体的に考え、作って

いかなければなりません。また、第二部の６名の卒業生の皆様は、お忙しいと

ころ在校生のために貴重なお時間を割いてご準備くださり、ご登壇くださいま

した。あらためて感謝申し上げます。在校生は学部で学んだことがどのように

キャリアに活かされるかについて大きなヒントを得たことと思います。

　ご登壇の卒業生の方々が在校生にお示しくださったことは、一言で言うな

ら Social Capital ( 社会関係資本 ) です。平たく言えば、「つながろう、つなげ

よう」ということです。卒業生の方々の知見や思いを在校生の皆さんが受け

止めるということは「つながる」ということです。そして 10 年後、20 年後に

は今度は皆さんがそのときの在校生に知見や思いを「つなげる」ということで

す。たとえ知見を授けてくださった卒業生に直接お返しはできなくても、次の
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代の人に自分がしていただいたことをすることで、国際政治経済学部のなかで

Social Capital が活かされ正の循環が起こるのだと思います。

　今回の記念イベントを運営する上で、多くの方々のお力をお借りしました。

　白川方明先生をはじめご登壇者の皆様、総合司会を務めてくださった上坂嵩

さん、そして株式会社日本コンベンションサービスの駒田忠司様、山中嶺さん、

大谷和美さんは企画の時点からこのイベントに携わってくださり助けていただ

きました。株式会社カブキヤ様、株式会社ジェーシーエス・コミュニケーショ

ンズ様、そしてＮＥＣソリューションイノベータ株式会社様、ありがとうござ

いました。皆様のご協力なしにイベントは達成できませんでした。

　そして、昨年度から同窓会様のご協力を得て参りました。『あなたと青山学

院』をはじめ広報にご尽力くださいました。桑野様、橋本様、品川様、福見様、

ありがとうございました。

　また、学部内では学生団体・ジャーナリズム指導室のメンバーそしてご指導

くださっている隈元信一先生にいろいろサポートしていただきました。９名の

ヘルパー学生の皆さん、杉浦佳樹さんをはじめ教務課の皆さん、合同研究室の

加藤さん、坪井さん、村田さん、そして学部の先生方に感謝申し上げます。

　最後になりましたが、お忙しいところ、またお暑いところ国際政治経済学部

40 周年記念イベントにご参集いただきました皆様方、誠にありがとうござい

ました。



 


